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 東京では、国学者の小杉榲邨が、明治 35 年（1902）に『好古類纂』の中で、染織作品自体の
時代判定はしていないものの、2 度にわたり慶長期の女性の風俗について論じている。その後、
















  〇慶長年代染繡裂  



















































































































































4 神坂雪佳編『京都美術』第3号、芸艸堂、1906年。  
5 吉川雅喬編『微古帖第1卷』、芸艸堂1914年 
6 編者など不詳『好古会記事』、出版年不詳、7ページ。 
7 神坂雪佳編集 前掲註4。  















18 今永清士「重要文化財染分四季花鳥模様縫箔小袖」、『MUSEUM』、163 号、1964 年、26～28






















 第 1 章では、「慶長小袖」の概要をまず示したうえで、先行研究のレビューをおこない、「慶
長小袖」について解明すべき問題点をまとめ、最後に本論文の構成を説明している。 
















 第 4 章では、第 1 章で導きだされた解明すべき問題点について、改めて研究結果を整理して
総括し、さらに、本研究の成果を次の 4 点にまとめている。すなわち、（1）現在「慶長小袖」
と呼ばれている染織作品群が慶長年間の製作であると、最初に唱えたのは小杉榲邨であり、時期
は 1902 年からである、（2）20 世紀初頭に京都で慶長年間の製作と考えられていた染織作品は、
小杉の考える「慶長小袖」とは大きく異なっているが、（3）実際には京都での考え方の方が正
しいと考えられる、（4）東京では文化行政の主導の下、学識者を中心に研究がおこなわれてい
たが、京都では染織産業に携わる工芸家が染織・服飾研究にたずさわっており、このことが見解
の相違につながったと考えられる、という 4 点である。そして最後に、今後の課題を述べてい
る。 
 
 以上のように、本研究は、これまで未解明であった「慶長小袖」という名称の成立事情やその
後の研究史を初めて明らかにしたものであり、極めて重要な研究であることが審査委員会におい
て確認された。ただし、広く文化史上に「慶長小袖」とその研究史を位置付ける視点がやや不十
分であること、また、膨大な文献資料の分析を体系的に整理する視点がやや足りないこと、さら
に、研究成果が現代の衣生活と社会にとってどのような意味を持つのかについても積極的に考察
していくべきである、などの点が指摘され、今後の課題とすべきことが確認された。 
 以上により、審査委員会では、本研究が、テーマの重要性、研究手法の妥当性、分析・考察の
的確性、のいずれの点でも高く評価でき、博士（学術）授与に十分に値することが、全員一致で
承認された。 
 
